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 近畿大学は、平成 18年 2月に「21世紀教育改革委員会」を設置し、「学生を大切

にする大学づくり」と「教員の教育力の向上と自己刷新」を目標に掲げて改革に取り

組み、第一次教育改革として既にその成果を報告しています。 

 平成 21年 10月からの第二次教育改革では、第一次教育改革の成果を受けて、「学

士力強化」、「学習・学生生活支援」そして「大学院教育改革」の３つの行動目標を掲

げ、授業と学習行動の質の向上、さらに大学院の充実を目指した取り組みを行ってき

ました。 

 また、国際化強化ならびに企業が求めるグローバルに活躍できる人材育成への取り

組み強化を目的として、平成 26年 6月より「グローバル推進検討委員会」を設置し

ました。 

 本報告では、第二次教育改革に着手してから平成 27年 3月に至る 5年半に得られ

た主な成果と今後の課題をまとめました。 

 これらの成果を基に、大学教育の改革を更に推進し、教育の国際化への対応や学生

が主体的に学ぶ仕組みを確立するなどの改善に取り組みます。 

 

活動期間 

 平成 21年 10月～平成 27年 3月 

 

 

 

第二次教育改革の組織と運営 

 

第二次教育改革の行動目標として掲げた「学士力強化」、「学習・学生生活支援」、「大

学院教育改革」を達成するため、２１世紀教育改革委員会の諮問機関として各委員会

を設置し、３つの行動目標が同時に進行する体制を構築した。 

 各委員会の主な成果は以下のとおりである。 



学士力強化検討委員会 

 

 本委員会は、文部科学省中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」（平

成 20年 12月）を踏まえ、本学 21世紀教育改革委員会の第二次教育改革の中心的な

取り組みとして、学士課程教育の改革を通じて質の高い教育を実践するための改革に

着手した。 

 

基本方針 

 文部科学省による「学士力」の定義に基づき、以下の 5項目の改善、強化に取り組

む。 

 １．専門分野に関わる基本的な学力の確保 

 ２．教養教育による人間力の涵養 

 ３．日本語の表現能力および外国語教育を重視したコミュニケーション能力 

   の養成 

 ４．既存科目の枠を超えた応用力と問題解決力の養成 

 ５．能動的学習態度の養成 

 これらの実現に向け、入学選抜、教育システム、教育方法、教育技能、学習指導、

教育評価の観点から検討を行い、近畿大学で学んだ学生が確かな付加価値を持って社

会へ送り出せる教育システムと教育環境を構築する。 

 

活動成果 

１．３つのポリシーの作成 

２．全学部リレー講義等の共通教養科目の見直し 

３．カリキュラムマップ、カリキュラムツリー、ナンバリングの作成 

４．ＧＰＡ導入に伴う厳格な成績評価への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学習・学生生活支援検討委員会 

 

基本方針 

本委員会は、21世紀教育改革委員会による第一次教育改革の成果を踏まえ、入学

から卒業まで充実した学生生活を過ごせるように、「学生を大切にする大学づくり」

を推し進め、「学生に対するきめ細かな教育・指導に重点を置く学生中心の大学を目

指す取り組み」を基本方針とし、以下の 3つの項目の改善をおこなう。 

 １．教員と職員が一体となって学習環境の改善に努める。 

 ２．学修成果を向上するために学生生活の支援策を実現する。 

 ３．近畿大学の国際化を推進するために学生の送り出しと外国人留学生の 

   受入れを積極的に支援する。 

 

活動成果 

１．学生生活の実態調査と学習環境の改善 

２．近畿大学奨学金の申請基準の緩和 

３．学習支援教員の配置と個別指導の徹底 

４．退学者の実態調査と退学防止策の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大学院教育改革委員会 

 

基本方針 

 本委員会は、「専門領域およびその関連分野の基礎知識ならびに実践能力を備えた

社会が求める人材育成を目指す」ことを目標とする。本委員会では、この基本方針に

基づき、近畿大学大学院のあるべき姿を議論する。 

１．研究教育活動の広報を通し、大学院の進学者増加と学生定員の充足 

 ２．教育研究内容、学位授与審査を明確化し、その周知を図るために教育要項等の

充実と改善に取り組む。 

 ３．学生の経済的支援のためにＴＡ制度の充実・改善および外部資金の獲得に全研

究科を上げて取り組む。 

 ４．入学試験要項の見直しにより、日本人入学生の確保および外国人留学生の受け

入れを充実する。 

 ５．総合大学としての特徴を明確にするために、研究科間の連携による教育プログ

ラムを推進する。 

 

活動成果 

 

１．文系研究科による「大学院合同入試説明会」の定例化等、研究教育活動の広報 

２．「院生サミット」の定例化 

３．文理横断型の教育プログラムの実施 

４．大学院ＦＤ研修会の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グローバル推進検討委員会 

 

基本方針 

 平成 26年 6月に第二次教育改革委員会に設置されたグローバル推進検討委員会は、

平成 28年 4月開設予定の国際系新学部を契機として、近畿大学全体の一層の国際化

推進のための企画・立案を使命とした。 

 

活動成果 

１．国際化推進の理念の検討と策定 

２．国際化推進の基本方針（7つの基本方針と実行すべき細目）の検討と策定 

 

以 上 


